










開設科目名 健康障害論Ⅱ 科目コード BSNLH205 開設期 ２年前期 
単位数（履修区分） １単位（必修） 時間数 30 時間  授業区分 講義 

責任者 中山和道 担当者 中山和道、東治道、寺田貴武、杉山徹、堀大蔵 

授業の概要（授業の目的） 

健康障害（疾病）の病態生理を理解すると共に、症状、診断、治療、予後について学ぶ（口腔、消化器疾患、腎泌尿・生殖器疾患、産科疾患）。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．健康障害（疾病）の病態生理を理解し、説明できる 
医療の基礎／ロイ適応看護モデル 

２．健康障害（疾病）の症状、診断、治療、予後を説明できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）   
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 
 
 

消化器疾患の症状診断治療予後①食道・胃・十二指腸
疾患（食道癌、アカラシア、胃炎・胃十二指腸潰瘍・胃癌
等） 

講義 
＜面接＞ 

中山 人体の構造と機能の消化器系の解剖生理を復習
の上講義に臨む。教科書①の該当疾患のページ
を予習して講義に臨み、講義後に復習をすること。 

４時間 

2 消化器疾患の症状・診断・治療・予後②大腸・小腸疾患
（感染性腸炎、潰瘍性大腸炎、クローン病、腸閉塞、ヘル
ニア、大腸がん、痔核等） 

講義 
＜面接＞ 

中山 教科書①の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

4時間 

3 消化器疾患の症状・診断・治療・予後➂肝疾患（A型・B
型・C型肝炎、肝癌、肝硬変、門脈圧亢進症等） 

講義 
＜面接＞ 

中山 教科書①の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

4時間 

4 消化器疾患の症状・診断・治療・予後④胆のう疾患（胆
石症、胆嚢・胆管癌等） 

講義 
＜面接＞ 

中山 教科書①の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

４時間 

５ 
 

消化器疾患の症状・診断・治療・予後⑤膵臓疾患（膵炎
（急性膵炎・慢性膵炎）、膵臓癌等） 

講義 
＜面接＞ 

中山 教科書①の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

４時間 

６ 歯科・口腔疾患の症状・診断・治療・予後 
う蝕、歯周病、口腔癌（舌癌）等  

講義 
＜面接＞ 

中山 教科書⑤の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

４時間 

７ 
８ 

腎・泌尿器疾患の症状・診断・治療・予後︓慢性腎臓病・
慢性腎不全と血液浄化療法（血液透析、腹膜透析） 

講義 
＜面接＞ 

東 教科書②の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

４時間 

9 泌尿器疾患の症状・診断・治療・予後︓尿路感染症、前
立腺肥大症、膀胱癌、前立腺癌等 

講義 
＜面接＞ 

 教科書②の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習をすること。 

４時間 

10 女性医学 講義 
＜面接＞ 

寺田 教科書③を用いて予習をして講義に臨む。講義
後は講義内容を復習すること。 

４時間 

11 生殖・内分泌疾患等 講義 
＜面接＞ 

寺田 教科書③の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習すること。 

４時間 

12 婦人科腫瘍 講義 
＜面接＞ 

杉山 教科書③の該当疾患のページを予習して講義に
臨み、講義後に復習すること。 

4時間 

13 産科①妊娠の異常・ハイリスク妊娠とは 講義 
＜面接＞ 

堀 教科書④ 妊娠の異常、ハイリスク妊娠などについ
て事前に学修し、講義に臨む。講義の復習に取り
組む。 

４時間 

14 産科②異常妊娠、流早産・妊娠高血圧症候群 
多胎妊娠他、偶発全身性疾患（婦人科疾患は除く） 
糖尿病・妊娠糖尿病他 

講義 
＜面接＞ 

堀 教科書④ 流早産・妊娠高血圧症候群、多胎妊
娠他、偶発全身性疾患（婦人科疾患は除く） 
糖尿病・妊娠糖尿病他について、事前に学修して
講義に臨む。講義後は復習に取り組む。 

４時間 

15 産科③胎児発育異常・胎児機能不全 講義 
＜面接＞ 

堀 教科書④ 胎児発育異常、胎児機能不全、分
娩の異常について事前に学修して講義に臨む。講
義後は復習に取り組む。 

４時間 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績評価方法・基準 筆記試験 100％（担当者全員による評価） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 講義した授業項目について小テストを行い、その解説を行う 

教科書 

① 系統看護学講座、専門分野 成人看護⑤（消化器）医学書院 
② 系統看護学講座 専門分野 成人看護⑧（腎・泌尿器）医学書院 
③ 系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑨（女性生殖器）医学書院 
④ 系統看護学講座 母性看護学各論 母性看護学（２）医学書院 
⑤ 系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑮ （歯科・口腔） 医学書院 

参考書・参考文献 特になし 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

中山和道（2号館 1階 212研究室）、オフィスアワー︓火曜日 12:10～13:10 
※授業項目を十分理解するためには、１年次の解剖学、生理学、病理学の理解が前提です。復習しておくこと。 
注意︓講義は複数の講師が担当します。健康障害（疾患）の後に、講師の名前があります。講師の都合で順番が入れ替わる
ことがありますので、時間割表をみて、どの講師が講義を担当するかをチェックして、予習をしてください。 















開設科目名 スキルラボ臨床レベル 1 科目コード BSNBA202 開設期 2年前期 

単位数（履修区分） 1単位（必修） 時間数 30時間 授業区分 演習 

責任者 小浜さつき 担当者 
小浜さつき、日高艶子、中村和代、川口賀津子、吉里孝子、石本
祥子、堀川新二、長友奈央、桐明祐弥 

授業の概要（授業の目的） 

看護診断学で学習したロイ適応看護モデルの生理的様式の行動のアセスメント、刺激のアセスメントを行うために必要な成人期にある対象者
の身体診察技術を習得する、また、小児・妊娠期・老年期などの特定の成長発達段階に応じた身体診察技術を習得する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1）フィジカルアセスメントの基本技術（視診・触診・聴診・打診）を実施できる． 

医療の基礎／ロイ適応看護モデル 
2）フィジカルアセスメントに必要な身体の各部位の名称やランドマークを述べることができる． 
3）胸部、腹部、骨・関節、皮膚・リンパ、感覚・神経のフィジカルアセスメントで確認すべき項目

を列挙し、安全・安楽に配慮して実施できる。 
４）小児・妊娠期・老年期などの成長発達に応じた身体診察技術を習得する。 
授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）    
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 フィジカルアセスメントの基本技術 

視診・聴診・触診・打診の技法 
講義と実技 
＜面接＞ 

 

〇小浜 
（基盤臨床全教員） 

教科書 第 15章の p453に記載されている胸
郭の骨格を予習してくる。Tシャツを配布します。
ランドマークや基本的な解剖構造を確認し、復
習してみましょう。 

４時間 

2 胸部のフィジカルアセスメント① 講義と実技 
＜面接＞ 

〇石本 
（基盤臨床全教員） 
 

教科書 (第 15・16 章)を読んでおく、胸部の
事前課題をする。Stream で動画を視聴し自
宅等で練習する， 

４時間 

3 
４ 

胸部のフィジカルアセスメント② 
Skills Lab. 
 学習到達度評価、フィードバック 

実技＜面接＞ 演習内容の復習 ４時間 

５ 腹部のフィジカルアセスメント① 講義と実技 
＜面接＞ 

〇石本 
（基盤臨床全教員） 

教科書 (第 19 章)を読んでおく、腹部の事前
課題をする。Streamで動画を視聴し自宅で練
習する， 

４時間 

６ 腹部のフィジカルアセスメント② 
Skills Lab. 
学習到達度評価、フィードバック 

実技＜面接＞ 演習内容の復習 ４時間 

７ 骨・関節のフィジカルアセスメント① 講義と実技 
＜面接＞ 

〇小浜 
（基盤臨床全教員） 

教科書 (第23章)を読んでおく、骨･関節の事
前課題をする。Streamで動画を視聴し自宅で
練習する， 

４時間 

８ 
 

骨・関節のフィジカルアセスメント② 
Skills Lab 
学習到達度評価、フィードバック. 

実技＜面接＞ 演習内容の復習 ４時間 

９ 皮膚・リンパのフィジカルアセスメント① 講義と実技 
＜面接＞ 

〇長友 
（基盤臨床全教員） 

教科書 (第 10章・第 17章)を読んでおく、皮
膚・リンパの事前課題をする。Stream で動画を
視聴し自宅で練習する， 

４時間 

10 
11 

皮膚・リンパのフィジカルアセスメント②
Skills Lab 
学習到達度評価、フィードバック 

実技＜面接＞ 演習内容の復習 ４時間 

12 感覚・神経のフィジカルアセスメント① 講義と実技 
＜面接＞ 

〇日高、小浜 
（基盤臨床全教員） 

教科書 (第 11・12・13・24 章)を読んでおく、
感覚・神経の事前課題をする。Streamで動画
を視聴し自宅で練習する， 

４時間 

13 
14 

感覚・神経のフィジカルアセスメント②
Skills Lab 
学習到達度評価、フィードバック 

実技＜面接＞ 演習内容の復習 ４時間 

15 老年期のフィジカルアセスメント 講義と実技 
＜面接＞ 

〇中村 
（基盤臨床全教員） 
 

 

授業内ラボや自宅で繰り返し練習する ４時間 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績評価方法・基準 学習到達度評価 100％ （各担当教員がルーブリックを活用して学修到達度を評価します。合計得点を 100点に換算します。） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ＊技術試験の結果・コメントはその日のうちにお知らせします。合格点に未到達の方には後日再試験を行います。 

教科書 Lynn S.Bickley他著,福井次矢他監修:ベイツ診察法 第 3版.メディカル・サイエンス・インターナショナル,2022． 

参考書・参考文献 Lynn S.Bickley他著,福井次矢他監修:ベイツ診察法ポケットガイド 第 4版.メディカル・サイエンス・インターナショナル,2023．  

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

小浜さつき （7号館 3階 733研究室）オフィスアワー︓ 火曜日 16︓30～18︓00  
フィジカルアセスメントをしっかり学んで確実に技術を習得しましょう。 
担当教員がグループの指導に入りますので、分からないことは積極的に質問して解決してください。 
正確で安全な技術習得のために、受講前後の自己学修が必須となります。しっかり自己学修を行って下さい。 
その他︓この科目は看護職として実務経験を有する教員が看護について教授する科目です 
ICTの活用︓練習動画を Streamにアップしています。自宅での学修に使用してください。 
研究成果︓教員の研究成果や、専門領域の看護実践について一部紹介します。 





開設科目名 成人・老年看護学ケア論Ⅱ 科目コード BSNBA204 開設期 2年 後期 

単位数（履修区分） 1単位（ 必修 ） 時間数 15 時間 授業区分  講義 

責任者 中村 和代 担当者 中村 和代 

授業の概要（授業の目的） 

加齢に伴う身体・精神機能の変化と、高齢者に生じやすい症候や健康障害の発生機序について学ぶ。高齢者の特徴を踏まえたケーススタディを用い
て、行動のアセスメント、刺激のアセスメント、看護診断、目標設定、介入計画立案までを学修する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
1. 事例について高齢者の特徴を踏まえた適応促進への看護について説明できる 

医療の基礎/ロイ適応看護モデル 

2. 高齢者における食生活の意義・誤嚥リスクがある高齢者の看護について説明できる 
3. 転倒・骨折・廃用症候群のリスクが高い高齢者の看護について説明できる 
4. 排泄障害のある高齢者の看護について説明できる 
5. 睡眠障害のある高齢者の看護について説明できる 
6. 皮膚統合性障害リスクのある高齢者の看護について説明できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 ガイダンス/食生活に問題を持つ高齢者の看護 講義 

＜対面＞ 
中村 テキスト①第 5章,B,F. 第 4章,B.を読んで臨

む ワークシート課題に取り組む 
4時間 

2 栄養・食生活に問題を持つ高齢者の看護 
 ケーススタディ︓食事と栄養  

講義・討議 
＜対面＞ 

中村 第 5章,B. を読んで臨む 
ワークシートの事例に取り組む 

4時間 

3 防衛に問題を持つ高齢者の看護 
 ケーススタディ︓防衛 

講義・討議 
＜対面＞ 

中村 第 4章,B.第 5章D,第 6章,A,を読んで臨む 
ワークシートの事例に取り組む 

4時間 

4 食事・防衛に問題を持つ高齢者の看護 
 まとめ 

講義 
＜対面＞ 

中村 第 4章,B. 第 5章 D, 第 6章,A を読んで臨
む ワークシート課題に取り組む 

4時間 

5 排泄（排尿）に問題を持つ高齢者の看護 講義 
＜対面＞ 

中村 第 4章,B.第 5章C,第 6章Bを読んで臨む 
ワークシートの課題に取り組む 

4時間 

6 排泄（排便）に問題を持つ高齢者の看護 
 ケーススタディ︓排泄 

講義・討議 
＜対面＞ 

中村 第 4章,B.第 5章C読んで臨む 
ワークシートの事例に取り組む 

4時間 

7 活動/休息に問題を持つ高齢者の看護 
 ケーススタディ︓活動/休息 

講義・討議 
＜対面＞ 

中村 第 4章,B,第 5章A,E, 第 6章Bを読んで臨
む  ワークシート事例の学修に取り組む 

4時間 

8 排泄・活動/休息に問題を持つ高齢者の看護 
まとめ 

講義 
＜対面＞ 

中村 第 4章B, 第 5章 E,第 6章Bを読んで臨む 
ワークシート課題に取り組む 

4時間 

成績評価方法・基準   定期試験(70%), 授業内課題(20%), 参加態度(10%) 評価者︓中村 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 授業内課題は、採点後、返却いたします。 

教科書 
①北川公子他 「系統看護学講座 専門分野 老年看護学」 医学書院 
②シスター・カリスタ・ロイ／松木光子監訳︓ザ・ロイ適応看護モデル，第 2版，医学書院 
③NANDA-1看護診断定義と分類 医学書院 

参考書・参考文献 

・山田律子他 「生活機能からみた老年看護過程」第 4版 医学書院 
・鳥羽研二他 「系統看護学講座 専門分野Ⅱ老年看護 病態・疾患論」医学書院 
・太田喜久子 編著 「老年看護学 高齢者の健康生活を支える看護」第 2版, 医歯薬出版株式会社,2017. 
・泉 キヨ子他 「看護実践のための根拠がわかる老年看護技術」 第 4版, メジカルフレンド社,2022. 
・水野信子他 「最新 老年看護学」日本看護協会出版会,2024 
・病気がみえる シリーズ, メディクメディア,2022. 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

オフィスアワー︓毎週（月）16:30-17:30, 学習相談は随時受け付けます。 
中村  和代（6号館 2階 625研究室、内線 217）, Office365のメールの利用も可 
ワークシートは予習復習にご活用ください。成人・老年看護学概論の復習をして臨みましょう。 
＊ICTの活用︓参考資料などは Teams「2025 成人・老年看護学ケア論Ⅱ」ファイル内にアップロードします。 
その他︓この科目は看護職として急性期病棟や慢性期病棟において、成人期から老年期にある人々を対象とした実務経
験、および、大学教員として老年看護学実習指導や関連科目の教授経験が豊富な教員が、高齢者看護について教授す
る科目です。 





開設科目名 スキルラボ臨床レベル 2 科目コード BSNBA206 開設期 ２年 後期 

単位数（履修区分） 1単位（必修） 時間数 30 時間 授業区分   演習 

責任者 吉里孝子 担当者 
吉里孝子、中村和代、小浜さつき、川口賀津子、石本祥子、堀川新二 
長友奈央、桐明祐弥  

授業の概要（授業の目的） 

成人・老年看護学ケア論Ⅰ、ケア論Ⅱ、ケア論Ⅲで習得した知識を基に、成人老年期にある患者の行動に影響を及ぼす刺激を調整するためのケア技術を習得
する。医療技術の進歩に伴い医療現場で活用されているME機器（医療工学機器）の取り扱いについても学習する。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 
１．酸素摂取、栄養、排泄、活動と休息、防衛、体液、電解質、酸・塩基平衡、服薬に関するケ

ア技術を安全安楽に実施できる 医療の基礎 
ロイ適応看護モデル 

２．ME機器（医療工学機器）を安全に操作する方法･留意点を習得できる 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等）  
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
1 コースガイダンス 

酸素摂取に関するケア技術① 
（酸素療法、モニター心電図、一時的吸引） 

討論・実技〈面接〉 
 

吉里 
担当者全員 

教科書予習 
p288-312,427-429,443-444 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 
 

2 酸素摂取に関するケア技術② Skill Lab 実技〈面接〉 吉里 
担当者全員 

3 酸素摂取に関するケア技術③ 
（人工呼吸、吸入療法、体位排痰法） 
輸血に関するケア技術 

講義 
 

吉里 
担当者全員 

教科書予習
p297,301-302,312-313,403-410 
 

4時間 

4 防衛に関するケア技術 
（創傷処置、無菌操作、ガウンテクニック） 

討論・実技〈面接〉 吉里 
担当者全員 

教科書予習 p126-139,332-342 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 

5 栄養に関するケア技術 
（経管栄養・経鼻胃カテーテル法） 

討論・実技〈面接〉 川口 
担当者全員 

教科書予習 p169-174． 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 

6 排泄に関するケア技術① 
（導尿、浣腸） 

討論・実技〈面接〉 石本 
担当者全員 

教科書予習 p194-202． 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 

7 排泄に関するケア技術②  Skill Lab 実技〈面接〉 担当者全員 

8 活動と休息に関するケア技術 
（移動） 

討論・実技〈面接〉 小浜 
担当者全員 

教科書予習 212-219,231-235． 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 

9 防衛に関するケア技術 
（褥瘡予防、体圧測定） 

討論・実技〈面接〉 中村 
担当者全員 

教科書予習 p346-352． 
提示された事前課題をする． 

4時間 

10 体液、電解質、酸・塩基平衡に関するケア技術① 
（採血、静脈内注射、点滴管理・輸液ポンプ管
理） 

討論・実技〈面接〉 桐明／川口 
担当者全員 

教科書 p392-398,432-433予習． 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 

11 体液、電解質、酸・塩基平衡に関するケア技術②  
 Skill Lab 

実技〈面接〉 担当者全員 

12 薬物療法に関するケア技術① 
（注射法） 

討論・実技〈面接〉 長友 
担当者全員 

教科書 p375-391予習． 
提示された事前課題をする． 
スキルラボで技術練習を繰り返し行う 

4時間 

13 薬物療法に関するケア技術②  
Skill Lab 

実技〈面接〉 担当者全員 

14 与薬に関するケア技術 
（与薬法） 

討論・実技 
〈面接〉 

小浜 
担当者全員 

教科書予習 p366-374． 
提示された事前課題をする． 

4時間 

15 検査に関するケア技術 
（尿、血液検査、画像検査等） 

討論 
〈面接〉 

石本／小浜 
担当者全員 

教科書予習 p422-441． 
提示された事前課題をする． 

4時間 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績評価方法・基準 技術試験 100％（担当教員全員） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
事前課題へのフィードバックは、後日コメントを付して返却します 
技術試験の結果は、当日フィードバックします 

教科書 松尾ミヨ子他編︓ナーシング・グラフィカ基礎看護学②基礎看護技術Ⅱ，第 1版，2022 

参考書・参考文献 
・シスター・カリスタ・ロイ著／松木光子監訳︓ザ・ロイ適応看護モデル，第 2版，医学書院, 2010． 
・Ｔ.ヘザー・ハードマン／上鶴重美︓NANDA-Ⅰ看護診断 定義と分類 2021-2023, 原著第 11版，医学書院，2021． 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセー 
その他 

 

＊オフィスアワー︓吉里孝子（7号館 4階 741号室）火曜 12︓10~13︓10 事前に連絡をしてください。 

yoshizato@stmaryacjp.onmicrosoft.com 
・本科目の進め方︓ 

・事前に提示された事例について、デモンストレーション、クリティカルシンキング、ディスカッションの後に実技演習を行います。 
・第 1回のコースガイダンスで各回の日程及び授業内容について説明します。 
各回の進行順及び担当者は変更になる場合があります。 

・ICTの活用︓テキストに掲載されているアプリを技術の予習・復習に使用します。 
・その他︓この科目は看護職として豊富な実務経験を持つ看護教員の指導により、臨床実践に求められる安全・安楽な看護技術に

ついて、エビデンスを基に学生が主体的に取り組めるように授業を展開します。また、看護技術を提供するための専門職とし
ての態度（コミュニケーションスキルや傾聴、共感などを含む）についても教授します。 

       



開設科目名 適応促進基礎実習Ⅰ 科目コード BSNBA207 開設期 2年前期 

単位数（履修区分） １単位（必修） 時間数 45時間 授業区分 実習 

責任者 石本祥子 担当者 
石本祥子、川口賀津子、中村和代、小浜さつき、吉里孝子、 
堀川新二、長友奈央、桐明祐弥 

授業の概要（授業の目的） 

成人期または老年期の患者の適応を促進するために、ロイ適応看護モデルに基づき、行動のアセスメント、行動に影響を及ぼしている刺激について検討し、看
護診断を特定する。さらに、患者や家族、医療関係者との関係を通して看護専門職としての意識や態度について学ぶ。 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与の方針)との関連 

１．観察や測定の技術を用い、必要な情報を患者から系統的に収集できる。 

 いのちの尊重・倫理的本質本質  
医療の基礎/ロイ適応看護モデル 

 

２．適応・非効果的行動の分類が出来る。 

３．行動に影響を及ぼしている全ての刺激を抽出できる。 

４．刺激を焦点刺激・関連刺激・残存刺激に分類できる。 

５．看護診断を考えることが出来る。 

６．最も重視した看護専門職として期待される意識や態度について述べることが出来る。 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 
月 実習オリエンテーション、病棟実習 

（患者紹介、病例聴取、行動のアセスメント） 
実習 
〈面接〉 

担当者全員 実習ハンドブック、オリエンテーション資料を読んでおく 
患者の疾患・病態、検査・治療・薬剤に関する学習 
ロイ適応看護モデルの復習 
観察や測定の技術の復習 
その他、関連科目の復習や各自の不足する内容を学習
する 

10時間
以上 

火 病棟実習 
（行動のアセスメント・刺激のアセスメント） 

水 病棟実習 
（行動のアセスメント・刺激のアセスメント） 

木 病棟実習 
（行動のアセスメント・刺激のアセスメント） 

金 病棟実習、最終カンファレンス 
（考えられる看護診断の検討） 

成績評価方法・基準 
適応促進基礎実習Ⅰ評価表に基づく評価 100％ 
成績評価は、本実習を担当した教員全員で行います。 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
実習中のフィードバックは実習場、またはカンファレンスで随時実施する。 
実習の全体を通しての評価は、実習終了日に各実習指導者、担当教員が最終カンファレンスにおいて実施する。 

教科書 
①シスター・カリスタ・ロイ/松木光子監訳︓ザ・ロイ適応看護モデル第 2版,医学書院、2010． 
②T.ヘザー・ハードマン/上鶴重美︓NANDA-I 看護診断 定義と分類  2024-2026．医学書院、2024 ． 

参考書・参考文献 
①Lynn S. Bickley 他，福井次矢監修︓ベイツ診療法 ポケットガイド第 3 版，メディカル・サイエンス・インターナショナル，

2015． 
②病気がみえるシリーズ 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

実習全般に関するお問い合わせ 石本祥子（2号館 1階 224研究室）オフィスアワー︓水曜 12:10～13:10． 
上記時間帯以外に訪室したい場合は事前予約をしてください。 
メールアドレス︓ishimoto@stmaryacjp.onmicrosoft.com 

各実習病棟での学習に関するお問い合わせは、実習担当教員にご連絡下さい。 
ICTの活用︓実習に必要な記録用紙はwebclassにあります。各自で準備をお願いします。 
 
その他︓この科目は科目担当者の臨床経験を活かし、臨床の場においてロイ適応モデルに基づき、患者の適応を促進するための
看護実践を教授する。 



開設科目名 適応促進基礎実習Ⅱ 科目コード BSNBA208 開設期 2年後期 

単位数（履修区分） 2単位（必修） 時間数 90時間 授業区分 実習 

責任者 川口賀津子 担当者 
川口賀津子、中村和代、小浜さつき、吉里孝子、石本祥子、堀川
新二、長友奈央、桐明祐弥 

授業の概要（授業の目的） 

成人期または老年期の患者の適応を促進するために、ロイ適応看護モデルに基づき看護を実践する．また、対象者の生命・生活過程における適応レベル（統
合・代償・障害）について考察する。さらに，患者と家族，医療関係者との関係を通して看護専門職としての意識や態度について学ぶ． 

学修の到達目標 ディプロマポリシー(学位授与方針)との関連 

1）観察や測定の技術を用い，必要な情報を患者から系統的に収集できる． 

いのちの尊重・倫理的本質 
医療の基礎／ロイ適応看護モデル 

2）適応・非効果的行動の分類ができる． 

3）行動に影響を及ぼしている全ての刺激を抽出できる． 

4）刺激を焦点刺激，関連刺激，残存刺激に分類できる． 

5）看護診断をリストアップできる． 

6）看護診断の優先順位を考えることができる． 

7）看護診断に沿って、対象に応じた目標設定ができる． 

8）刺激に介入するための看護計画を立案し介入できる． 

9）実施した看護の評価ができる 

10）対象者の生命・生活過程における適応レベル（統合・代償・障害）について考察できる。 

11）看護専門職として期待される意識や態度について述べることができる． 

授業計画（授業内容・方法・予習復習内容とその取り組み時間等） 
回 授業内容 方法 担当者 予習・復習(学習課題) 取組時間 

1週目（月） 病棟オリエンテーション（患者紹介、病歴聴取、主訴のインタビュー） 実習  
＜面接＞ 
 

担当者
全員 

実習ハンドブックおよびオリエ
ンテーション資料を読んでおく 
患者の疾患・病態、検査･治
療・薬剤に関する学習 
ロイ適応看護モデルの復習  
観察や測定の技術の復習  
各自の不足内容を学習 

10時間
以上 1週目（火） 系統的アセスメント 

（行動のアセスメント・刺激のアセスメント・考えられる看護診断） 
1週目（水） 系統的アセスメント 

（行動のアセスメント・刺激のアセスメント・考えられる看護診断） 
1週目（木） 系統的アセスメント（行動のアセスメント・刺激のアセスメント・考えら

れる看護診断）/午後は学内 
1週目（金） 看護診断、問題関連図の検討、診断の優先順位の特定 
2週目（月） 看護介入計画の立案（最も重視する看護診断に対する目標と介入

計画を検討する） 
2週目（火） 看護介入の実践・評価・計画の修正 
2週目（水） 看護介入の実践・評価・計画の修正 
2週目（木） 看護介入の実践・評価・計画の修正 /午後は学内 
2週目（金） 実習全体の評価、サマリーの検討 

成績評価方法・基準 適応促進基礎実習Ⅱの評価表に基づく評価 100%（評価者︓各実習担当教員） 

課題に対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
実習中のフィードバックは実習場、またはカンファレンスで随時実施する。 
実習の全体を通しての評価は、実習終了日に各実習指導者、担当教員が最終カンファレンスにおいて実施する。 

教科書 
・シスター・カリスタ・ロイ著／松木光子監訳︓ザ・ロイ適応看護モデル，第 2版，医学書院, 2010． 
・Ｔ.ヘザー・ハードマン／上鶴重美︓NANDA-Ⅰ看護診断 定義と分類 2021-2023, 原著第 12版，医学書院，2021． 

参考書・参考文献 
・Lynn S. Bickley他，福井次矢監修︓ベイツ診療法 ポケットガイド第3版，メディカル・サイエンス・インターナショナル，2015． 

・病気がみえるシリーズ 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 
学習相談 
メッセージ 
その他 

・オフィスアワー︓ 川口賀津子（７号館４階 742号室 木曜 16︓00～17︓00） 
※上記時間以外は事前に予約をしてください. kawaguti@stmaryacjp.onmicrosoft.com 

・実習全般に関する問い合わせや相談は科目責任者、各実習病棟の実習に関する問い合わせは各指導教員にご連絡下さい。 
・実習担当教員は、実習オリエンテーションの際にお知らせします。 
・その他︓この科目は看護職として実務経験を有する教員が看護について教授する科目です。担当教員が専門とする看護実践領
域の実習を担当できるようにしています。教員の研究成果を実習中に紹介することがあります。 

・この科目には情報リテラシー教育（情報モラルに関する内容）も含まれます。 
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